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高松市における情報通信を活用したネット動画配信の取組みは、自治体や地域スポーツと

連携し、テレビ局やラジオ局との連携、地方から世界に向けた情報発信へと広がりつつあ

る。ネット中継を通じ構築した動画制作のノウハウは、e-ラーニング動画の製作、マルチコ

プターを用いた空撮、CG技術を使った地域プロモーション映像製作にも発展している。ま

た昨今、デジタルでのインタラクティブな体験とソーシャルメディアとを組み合わせたメ

ディアアートが観光誘客や公共空間において注目されており、香川県では 2015年夏にウォ

ータースクリーンをはじめとしたメディアアートのイベントが開催された。地方において

今後ますますテクノロジーとメディア、テクノロジーとアートの連携が求められており、

地域の観光や産業への波及効果や将来の発展性、工学的な技術者不足の課題について紹介

する。 
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